
こ

の
一

例
は
、

関
ケ
原
役
・

大
坂
の

陣
の

功
賞
の

あ
ら
わ
れ
と
み
ら
れ
る
が
、

平
和
な
時
代
に

な
っ

て

も
蔵
米
取
り
旗
本
を
知
行

取
り
に

切
り
か

え
る
地
方
直
し
が

行
わ
れ
て
、

旗
本
領
は

増
加
の
一

途
で

あ
っ

た
。

そ
の

第
一

回
は
、

寛
永
十
年
（
一

六
三
三

）
の

地
方
直
し
で

あ
る
。

こ

の

時
、

千
石
以
下
の

旗
本
に
一

律
に

二

百
石
加
増
が

行
わ
れ
、

相
模
国
内
で

新
た
に

七
十
六
名
、

県
下
武
蔵

二

郡
（
久
良
岐
郡
は
除
外
さ
れ
た

）
で

三
十
九
の

旗
本
領
が

増
加
し
た
。

旗
本
領
は
直
轄
領
の

減
少
に

つ

な
が
る
が
、

幕
府
が

敢
え
て

こ

れ
を
行
っ

た
の

は
、

旗
本
救
済
と

旗
本
の

新
た
な
軍
役
体
系
の

確
立
で

あ
っ

た
。

第
二

回
の

地
方
直
し
は
、

元
禄
十
年
（
一

六
九
七

）
に
、

五
百
俵
以
上
の

蔵
米
取
り
の

旗
本
五
百
四

十
二

名
に

対
し
、

関
東
八
か
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国
を
中
心
に
、

伊
豆
・

遠
江
・

三
河
・

近
江
・

丹
波
の

国
々

で

行
わ
れ
た
。

県
下
で

は
、

足
柄
上
・

下
両
郡（
小
田
原
藩
領

）と
津
久

井
を
除
く
全
県
域
で

行
わ
れ
、

計
七
十
一

名
が

対
象
と
な
っ

た
。

大
住
郡
の

ご
と

き
は
、

百
十
五
か

村
中
直
轄
領
は
平
塚
宿
・

須
賀

村
・

馬
入
村
（
以
上
平
塚
市

）な
ど
二

十
五
村
、

旗
本
と
の

相
給
領
十
七
村
に

す
ぎ
な
く
な
り
、

全
三
百
領
の

う
ち
旗
本
領
二

百

五

十
領
、

幕
領
四
十
二

領
、

藩
領
八
領
と
な
っ

た
。

武
蔵
三
郡
で

は
、

久
良
岐
郡
の

変
遷
が

最
大
で
、

天
正
期
で

は
直
轄
領
が
主
体
で

あ
っ

た
が
、

地
方
直
し
に

よ
っ

て

旗
本
十
四
名
に

三
十
二

領
が

充
行
わ
れ
、

こ

れ
ま
で

存
在
し
た

分
と

合
わ
せ
て

旗
本
二

十
名
、

三

十
七
領
と
な
っ

て
、

郡
の

大
半
を
数
え
る
に

至
っ

た
。

小
規
模
な
地
方
直
し
は
、

そ
の

後
も
行
わ
れ
、

こ

れ
ま
で

の

地
方
直
し
か
ら
除
か
れ
た
津
久
井
郡
に

も
及
ん
で

旗
本
領
が

で

き

た
。

と
く
に

宝
永
年
間
（
一

七
〇
四

－
一

七
一

〇

）
に

集
中
的
に

見
ら
れ
、

旗
本
四
十
四
名
、

そ
の

地
域
は
県
域
全
体
で

九
十
二

村
百

十
領
の

旗
本
領
が

設
定
さ
れ
た
。

こ

の

よ
う
な
相
つ

ぐ
地
方
直
し
の

結
果
、

例
え
ば
愛
甲
郡
林
村
（
厚
木
市

）
は
、

六
百
九
十
石
余
り
の

直
轄
領
で

あ
っ

た

も

の

が
、

宝
永
三
年
に

は
柳
沢
信
尹
百
八
十
九
石
、

久
留
正
清
五
十
四
石
、

久
松
定
持
百
四
十
九
石
、

幕
領
百
九
十
七
石
と

な
っ

た
。

ま

た

高
座
郡
栗
原
村
（
座
間
市

）
は
五
百
八
十
石

余
の
一

円
幕
領
で

あ
っ

た
が
、

宝
永
四
年
に

は

太
田
資
政
領
百
十
八
石
、

同
七
年
増

田
良
富
領
百
十
八
石
、

正
徳
元
年
（
一

七
一

一

）山
田
敬
元
領
二

百
九
十
石
と
な
っ

て
、

幕
領
は
皆
無
と
な
っ

た
。

こ

れ
ら
旗
本
領
の

領
主
は
地
頭
と

も
よ
ば
れ
、

地
頭
検
地
も
行
い
、

地
頭
法
と
よ
ば
れ
る

法
度
を
公
布
し
た
。

た
だ
し
、

全
旗
本

領
に

見
ら
れ
た
か

は
確
か
で

な
い
。

所
領
高
千
石
以
上
の

旗
本
は
も
ち
ろ
ん
、

百
石
・

二

百
石
の

小
旗
本
で

も
検
地
を
行
っ

た
。

例
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え
ば
高
座
郡
高
田
村
（
茅
ケ
崎
市

）
と

鎌
倉
郡
手
広
村（
鎌
倉
市

）そ
の

他
で

二

千
七
百
石
を
知
行
す
る

大
岡
氏
（
有
名
な
大
岡
越
前
守
忠
相
の

家
で

あ
る

）
は
、

延
宝
六
年（
一

六
七
八

）、

家
臣
吉
川
武
兵
衛
に

よ
る

検
地
を
行
い
、

高
田
村
の

み
で

も
、

拝
領
高
百
六
十
石
に

対
し
、

二

百
五
十
五
石
九
斗
九
升
九
合
の

村
高
と

な
っ

た
。

拝
領
高
六
三
㌫
増

の

村
高
で

あ
る
。

地
頭
法
の

例
で

は

寛
永
九
年
（
一

六
三
二

）
に

愛
甲

郡
温
水
村
（
厚
木
市
）に
百
五
十
石
、

大
住
郡
沼
目
村
（
伊
勢
原
市
）
に

二

百
石
、

同
郡
平
沢
村
（
泰
野
市
）
に

二

百
石
、

上
総
国
で

四
百
五
十

石
、

計
一

千
石
の

旗
本
土
屋
之
直
の
、

寛
文
十
年
（
一

六
七
〇

）
の

法

度
二

十
二

条
が

あ
る
。

そ
の

第
一

条
は
幕
府
の

法
度
を
必
ず
守
る
こ

と
を
か
か

げ
て

あ
る
。

し
か
し

幕
府
法
で

は
禁
じ
て

い

る
は
ず
の

田

畑
の

売
買
を
み
と
め
る

箇
所
も
あ
り
、

旗
本
独
自
の

権
限
も
う
か
が

わ
せ
る
が
、

総
じ
て

幕
藩
体
制
の

枠
内
に

あ
る
こ

と
は
、

い

う
ま
で

も
な
い
。

し
か
も
県
域
の

旗
本
領
は
、

後
に

は
そ
の

傾
向
は
止
ま
る
が
、

一

大岡忠相墓所　茅ケ崎市　浄見寺
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村
が
二
、

三
の

相
給
は

普
通
で
、

甚
だ
し
い

の

は
、

一

村
が
四
、

五
の

領
主
の

相
給
で

あ
る
こ

と
も
珍
し
く
な
い
。

い

わ
ば
小
分
割

知
行
地
の

寄
せ

集
め
で

あ
る
こ

と
が

特
徴
的
で

あ
る
。

㈢
　
幕
藩
体
制
下
の

村
方
と
町
方

法
人
化
し
た
村

幕
藩
体
制
は
検
地
に

よ
っ

て

村
切
り
を
行
い
、

領
主
の

年
貢
や
諸
役
は
村
に

割
り
あ
て

ら
れ
、

各
百
姓
へ

の

割

り
あ
て

は
村
役
人
を
中
心
に

村
内
部
で

行
う
。

こ

れ
を
村
請
制
と
い

う
。

凶
作
に

よ
る

租
税
の

減
免
の

要
求
・

隣
村
と
の

水
論
・

秣
場
の

入
会
権
や
境
界
争
い

・

漁
場
争
論
も
す
べ

て

村
が
当
事
者
と
な
る
。

近
世
の

村
は
一

種
の

法
人
で

あ
る
。

法
人
化
し
た
村
の

内
部
は
、

さ
ら
に

租
税
と

り
立
て

の

た
め
に

細
分
化
さ
れ
て

い

る
。

県
下
で

は
こ

れ
に

三
種
あ
る
。

そ

の

一

は
、

分
で

あ
る
。

津
久
井
郡
沢
井
村
は
源
左
衛
門
分
と

六
郎
兵
衛
分
に

分
か
れ
、

領
主
の

租
税
割
付
状
は
各
分
別
充
て

に

出
さ

れ

る
。

分
が

村
扱
い

で

あ
る
。

従
っ

て

分
が

分
村
し
て

村
に

昇
格
す
る

例
も
多
い
。

そ
の

二

は
、

組
で

あ
る
。

村
の

下
部
や
分
の

下
部

に

組
が

あ
る
。

こ

れ
を
「
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
」
は
小
名
と

言
っ

て

い

る
。

例
え
ば
四
ノ

宮
村
（
平
塚
市
）
の

小
名
は
、

通
町
・

寺
ノ

台
町
・

南
町
・

中
庭
町
・

西
町
・

上
郷
・

下
郷
の

七
名
に

分
か
れ
て

い

る
。

町
と
い

う
が
、

こ

れ
は

町
並
の

意
味
で

は
な
い
。

下
島
村
（
平
塚
市
）
に

は
、

上
ノ

庭
・

下
ノ

庭
・

四
ツ

谷
の

三
小
名
、

堀
斎
藤
村
（
泰
野
市
）
に

は
、

森
戸
・

黒
木
・

大
道
・

欠
畑
・

波
多
川
・

沼
城
の

六
庭
が
あ
る
。

こ

の

庭
も
小
名
で

あ
る
。

小
名
を
谷
（
谷
津
）
・

開
戸
（
垣
内
）・
窪
（
久
保
）・
村
（
村
中
の

小
村
）
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と
よ
ぶ
こ

と

も
あ
る
。

こ

れ
ら
は
自
然
地
理
的
名
称
で

は
な
く
、

村
人
の

社
会
的
結
合
の

小
単
位
で
、

村
人
の

共
同

作
業
（
道
普
請

や
用
水
路
修
理
な
ど

）、
冠
婚
葬
祭
な
ど
に

協
力
す
る
の

で
、

日
常
生
活
上
最
も
重
要
な
単
位
で

あ
る
。

こ

の

地
域
の

単
位
で

あ
る

組

は
年
貢
徴
収
の

単
位
と
し
て

の

行
政
的
に

も
利
用
さ
れ
、

さ
ら
に

五
人
組
に

組
織
さ
れ
て
、

納
税
・

治
安
の

連
帯
責
任
を
負
う
と
と

も
に
、

ジ
ル

イ
・

ジ
ワ

ケ
・

ジ
ワ

カ
レ

・

イ
チ
マ

キ
・

イ
ッ

ト
ウ
・

イ
チ
ミ
ョ

ウ
・

ヒ

ト
マ

ケ
な
ど
と
よ
ぶ
血
縁
的
結
合
の

場
で

も

あ
る
。

村
内
部
の

第
三
の

組
織
は
、

講
で

あ
る
。

信
仰
を
中
心
と

す
る

庚
申
講
・

地
神
講
・

山
ノ

神
講
な
ど
そ
の

種
類
は
多
い
。

老
人
を

主
と
し
た
念
仏
講
、

子
供
中
心
の

天
神
講
、

社
寺
参
詣
を
目
的
と
し
た
伊
勢
講
・

大
山
講
、

経
済
的
な
も
の

と
し
て

無
尽
講
・

頼
母

子
講
、

年
齢
別
性
別
の

若
者
組
や
娘
組
、

田
植
え
・

道
橋
普
請
・

屋
根
ふ

き
か

え
な
ど
の

共
同
労
働
・

労
働
交
換
の

組
織
や
、

農
業

生
産
に

不
可
欠
の

山
林
・

用
水
の

利
用
組
合
な
ど
、

物
心
両
面
に

わ
た
る

講
組
織
が
あ
っ

て
、

い

ず
れ
も
村
と
い

う
地
域
を
舞
台
と

し
て

結
成
さ
れ
、

村
人
の

村
意
識
、

共
同
体
意
識
を
た
か
め

た
。

新
田
村
の

造
成

近
世
は
、

全
国
的
に

新
田
開
発
が

幕
府
指
導
の

下
に

行
わ
れ
、

江
戸
時
代
初
期
の

二

百
万
町
歩
（
約
二

百
万
㌶

）

は
明
治
六
年
（
一

八
七
三

）
に

は
四
百
万
町
歩
に

増
大
し
た
。

県
域
も
例
外
で

は
な
か
っ

た
。

新
田
開
発
は
、

単

に

新
た
な
田
畑
の

造
成
ば
か

り
で

な
く
、

屋
敷
地
の

設
定
を
含
む
新
し
い

農
村
－
新
田
村
の

造
成
が
主
眼
で

あ
る
。

近
世
初
期
、

東
国
の

幕
領
代
官
頭
の

伊
奈
忠
次
・

忠
治
父
子
は
、

開
発
後
数
年
間
は

無
年
貢
地
と
し
、

種
子
を
貸
し

付
け
、

当
座

の

食
糧
を
貸
与
し
た
。

開
発
の

指
導
者
に

は

除
地
を
給
与
す
る
な
ど
し
て

積
極
的
に

新
田
開
発
を
推
進
し
た
。
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こ

れ
が

本
格
化
す
る
の

は
、

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
、

享
保
改
革
の

一

環
と
し
て
、

享
保
七
年
（
一

七
二
二

）
日
本
橋
に

高
札
を
立
て
、

江

戸
町
人
に

新
田
開
発
を
よ
び
か

け
て

か
ら
で

あ
る
。

県
下
に

も
、

江
戸
時
代
初
期
か
ら
多
く
の

新
田
が

開
か

れ
た
。

慶
長

六
年
（
一

六
〇
一

）
徳
川
家
康
に

稲
毛
・

川
崎
二

か

領
の

代
官
に

任
じ

ら
れ
た
小
泉
次
大
夫
吉
次
は
、

用
水
奉
行
を
兼
ね
、

女
性
を

も

動
員

し
、

多
摩
川
の

水
を
延
々

低
地
へ

導
く
長
距
離
工

法
に

よ
っ

て
、

慶
長

十
六
年
二

か

領
用
水
を
完
成
し
、

稲
毛
領
三
十
七
村
、

川
崎
領
二

十
三

村
、

二

千
町
歩
が
、

こ

の

恩
恵
を
う
け
た
。

こ

れ
と

前
後
し
て
、

小
田

原
領
で

は
、

酒
匂
川
流
域
で

河
原
新
田
・

曽
比
・

新
屋
・

加
茂
宮
新
田

・

鴨
宮
村
枝
郷
と

飯
泉
新
田
・

柳
新
田
・

清
水
新
田
・

穴
部
新
田
（
以

上
小
田
原
市
）
が
い

ず
れ
も
近
村
か
ら
の

入
植
者
に

よ
っ

て

造
成
さ

れ

た
。

久
良
岐
郡
吉
田
新
田
（
横
浜
市
中
区
伊
勢
佐
木
町
あ
た
り

）
は
、

江
戸

で

木
材
・

石
材
を
商
う
町
人
吉
田
勘
兵
衛
ら
の

共
同
請
負
新
田
と

し

て
、

明
暦
二

年
（
一

六
五
六

）
に

着
工

し
、

寛
文
七
年
（
一

六
六
七

）
に

完

吉田新田開墾前図　『横浜吉田新田図絵』から
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成
し
た
も
の

で

あ
る
。

大
岡
川
の

流
水
を
制
御
し
、

海
面
に

防
潮
堤
を

築
き
、

灌
漑
用
水
路
を
設
け
て
、

高
千
三
十
八
石
、

新
田
村

と
し
て

は
大
き
い

村
を
造
成
し
た
。

造
成
の

手
は
、

相
模
台
地
の

上
に

も
及
ん
だ
。

台
地
上
で

は
畑
地
の

造
成
で

あ
る
。

延
宝
三
年
（
一

六
七
五

）
甲
斐
国
（
山
梨
県
）

出
身
と
い

わ
れ
る

江
戸
商
人
相
模
屋
助
右
衛
門
が

開
い

た
上
矢
部
新
田
（
相
模
原
市
）
が
あ
る
。

こ

れ
は
、

一

町
歩
一

両
で

分
売
を
目

的
と

し
た
も
の

で

あ
っ

た
が
、

こ

の

地
を

秣
場
と
し
て

い

た
上
矢
部
村
は
、

こ

れ
に

対
抗
し
て

村
請
新
田
を
開
き
、

両
新
田
合
わ
せ

て

貞
享
元
年
（
一

六
八
四

）
検
地
で

は
百
九
十
三
町
歩
の

新
田
村
が
で

き
た
。

し
か
し
、

こ

の

時
、

新
田
村
の

九
〇
㌫
は
芝
野
で

あ

り
、

む
し
ろ
秣
場
確
保
の

色
彩
が

濃
い
。

開
発
農
民
の

水
を
得
る

労
苦
は
な
み
な
み
な
ら
ず
、

開
発
頭
初
は
二

㌔
㍍
離
れ
た

境
川
ま

で

水
を
汲
み
に

行
っ

た
。

水
汲
街
道
の

名
が

今
に

残
っ

て

い

る
。

同
じ
台
地
上
に

あ
る

大
沼
新
田
（
相
模
原
市
）
は
、

高
座
郡
淵
野
辺

村
（
相
模
原
市
）
と

多
摩
郡
木
曽
村
（
町
田
市
）
が

元
禄
十
二

年
（
一

六
九
九
）
開
発
許
可
を
受
け
て

開
い

た
村
請
新
田
で

あ
る
。

宝

永
四
年
（
一

七
〇
七

）
検
地
で

は
、

両
村
分
あ
わ
せ
て
、

畑
百
七
十
三
町
八
反
余
、

筆
数
千
二

百
七
十
五
、

高
三
百
七
十
五

石
五

斗

余
と
な
っ

て
い

る
。

こ

の

新
田
は
、

宙
水
に

恵
ま
れ
、

水
利
は
比
較
的
に

良
か
っ

た
が
、

定
住
者
が

新
田
内
に

入
っ

た
の

は
、

検
地

か
ら
三
十
年
後
の

享
保
十
九
年
か
ら
で

あ
り
、

元
文
三
年
（
一

七
三
八

）
に

至
っ

て

三
十
四

戸
と
な
る
。

入
居
者
は

高
座
・

多
摩
・

津
久
井
の

三
郡
の

者
で

あ
り
、

地
元
淵
野
辺
村
の

者
は
一

人
も
い

な
い
。

こ

の

外
に
、

享
保
十
七
年
（
一

七
三
二

）
に

検
地
を

受
け

た

愛
甲
郡
尼
寺
原
新
田
（
厚
木
市
）、

同
十
九
年
検
地
の

鎌
倉
郡
瀬
谷
野
新
田
（
横
浜
市
瀬
谷
区
）
が

あ
る
。

享
保
以
降
の

新
田
で
、

特

筆
す
べ

き
は
橘
樹
郡
池
上
新
田
（
川
崎
市
川
崎
区
）
で

あ
る
。

橘
樹
郡
大
師
河
原
村
（
川
崎
市
川
崎
区
）
の

名
主
池
上
太
郎
左
衛
門
幸
豊
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は
、

当
村
前
面
の

江
戸
湾
の

海
辺
に

広
が
る
出
洲
を
干
拓
し
て

宝
暦
九
年
（
一

七
五
九

）
新
田
十
五
町
歩
を
開
い

た
。

幕
府
は
計
画
を

疑
問
視
し
、

容
易
に

許
可
し
な
か
っ

た
が
、

幸
豊
は

規
模
を
縮
少
し
、

損
得
を
越
え
、

六
か
年
、

八
百
両
を
費
し
、

自
ら
の

技
術
と

義
田
の

理
想
を
池
上
新
田
に

現
実
化
し
た
。

こ

の

よ
う
に

積
極
的
な
新
田
開
発
は
、

宝
暦
期
（
一

七
五
一

〜
一

七
六
三

）
を
境
に

変
化
を
み
せ

始
め
、

以
降
は
、

本
田
の

経
営
に

さ
わ
り
の

な
い

小
規
模
開
発
と
、

荒
地
の

再
開
発
が

中
心
と
な
っ

た
。

新
田
開
発
を
進
め

る
あ
ま
り
、

本
田
が
お

ろ
そ
か
に

な
っ

た

り
、

本
村
と
新
田
村
と
の

間
に
、

用
水
・

秣
場
・

舟
運
等
を
め

ぐ
っ

て
、

も
め
ご
と
が

多
発
し
た
。

幕
府
は
、

村
請
優
先
策
、

あ
る

い

は
個
人
優
先
策
を
採
っ

た
り
試
行
錯
誤
を
く
り
返
し
な
が
ら
新
田
開
発
を
進
め

た
。

県
域
に

お

け
る
江
戸
時
代
後
期
の

大
規
模
な

新
田
は
、

相
模
野
に

行
わ
れ
た
。

天
保
四
年
（
一

八
三
三

）
七
十
三
町
歩
余
の

淵
野
辺
新
田
、

安
政
三
年
（
一

八
五
六

）
百
四
十
二

町

歩
余
の

清
兵
衛
新
田
が
こ

れ
で

あ
る
。

小
規
模
な
開
発
や
、

再
開
発
は
各
地
で

行
わ
れ
た
。

こ

う
し
て
、

県
域
の

村
数
は
、

正
保
年
間
（
一

六
四
四
〜
一

六
四
七

）
の

八
百
二

十
三
村
が
、

元
禄
年
間
（
一

六
八
八
〜
一

七
〇
三

）

に

九
百
三
十
一

村
、

天
保
年
間
（
一

八
三
〇
〜
一

八
四
三

）
に

九
百
二

十
九
村
と
な
り
、

石
高
は
、

正
保
こ

ろ
三
十
万
石
、

元
禄
年
間

三
十
五
万
石
、

天
保
年
間
三
十
八
万
五
千
石
と

増
加
し
、

明
治
元
年
（
一

八
六
八

）
に

は
、

二

十
二

町
・

九
百
二

十
一

村
、

四

十
万

石
余
に

達
し
た
。

町
場
・

宿

場
・

市
場

近
世
の

経
済
は
自
給
自
足
が

原
則
で

あ
る
が
、

百
㌫
自
給
自
足
と
い

う
こ

と
は
、

近
世
の

初
頭
か
ら
あ
り
得
な
か
っ

た
。

領
主
は
、

経
済
の

中
心
で

あ
る
年
貢
米
を
売
っ

て

貨
幣
を
得
た
。

そ
の

場
が
京
都
・

大
坂
・

江
戸
の

三
都
と
い
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わ
れ
た
都
市
で

あ
る
。

農
民
は
、

年
貢
の
一

部
を
銭
で

納
め

る

必

要
も
あ
っ

て
、

労
働
力
を

売
っ

た
り
、

わ
ず
か
ば
か

り
の

余
剰
生

産
物
を

売
る
か
、

物
々

交
換
で

年
貢
金
や
自
給
で

き
な
い

物
資
を

得
た
。

寛
文
十
二

年
（
一

六
七
二

）
足
柄
上
郡
萱
沼
村
（
松
田
町
）
で

は
、

薪
を
伐
り
、

小
田
原
・

大
磯
・

須
賀
（
平
塚
市
）
へ

売
り

出

し
、

足
柄
下
郡
仙
石
原
村
（
箱
根
町
）
で

は
、

足
駄
を
作
り
、

売

り
出
し
て

い

る
。

在
郷
の

人
々

が
か

か
わ
る
そ
の

場
が

市
や
町
場

で

あ
り
宿
場
で

あ
る
。

当
然
人
々

の

出
入
が

多
い
。

町
は
住
家
が

軒
を
並
べ

て

い

る
と
こ

ろ
、

宿
場
は

街
道
沿
い

に

旅
人
の

宿
泊
を

機
能
と

す
る

家
の

並
ぶ
と
こ

ろ
、

市
場
は
物
の

交
換
を
目
的
と
し

て

人
々

が

集
ま
る
と
こ

ろ
、

こ

の

三
者
は
そ
の

機
能
が

非
農
業
的

で
、

し
か

も
多
数
の

人
が

集
ま
る

点
で

共
通
性
を
も
つ
。

そ
の

場

の

構
成
者
も
農
村
と
一

線
を
画
し
、

領
主
の

対
応
も
異
る
。

近
世
の

こ

の

三
者
は
、

戦
国
大
名
の

城
下
町
造
成
と
、

領
内
交

通
整
備
と

領
内
の

産
業
保
護
に

よ
っ

て

起
こ

っ

た
。

戦
国
大
名
の

平塚宿（模型）　平塚市市立博物館蔵
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う
ち
で

も
小
田
原
北
条
氏
は
、

こ

れ
ら
の

諸
政
策
を
先
駆
的
に

打
ち
出
し
た
こ

と
は
、

既
述
し
た
。

当
時
の

城
下
町
小
田
原
は
、

そ

の

落
城
と

と
も
に

関
東
の

中
心
的
地
位
を
失
っ

て
一

時
さ
び
れ
た
が
、

大
久
保
氏
の

入
城
と
と
も
に

昔
の

繁
栄
を
と
り
も
ど
し
、

貞

享
三
年
（
一

六
八
六

）
に

は
山
角
・

筋
違
橋
・

代
官
・

新
宿
等
の

町
々

に

分
か

れ
、

職
人
二

百
四
十
九
人
、

大
工

六
十
四

人
を

は
じ

め
、

三
十
二

種
に

及
ぶ

商
工

業
者
を
居
住
民
と
す
る

町
と
な
っ

て
い

た
。

宿
場
に
つ

い

て

は
、

既
述
に

ゆ
ず
る
が
、

こ

れ
ら
宿
場
は
、

町
場
・

市
場
と
し
て

も
機
能
し
た
も
の

が

多
い
。

例
え
ば
、

矢
倉
沢

往
還
の

伊
勢
原
で

は
、

天
保
年
間
（
一

八
三
〇
〜
一

八
四
三

）
民
戸
百
六
軒
が

往
還
の

両
側
に

軒
を
並
べ
、

毎
月
三
と

八
の

日
に

市
が

立
ち
、

特
に

師
走
の

市
日
に

は
、

往
来
中
に

仮
り
店
が

出
て
、

正
月
用
品
を
売
り
出
し
て

賑
っ

た
。

同
往
還
の

厚
木
に

は
、

八
王
子

・

甲
斐
方
面
や
丹
沢
・

平
塚
・

藤
沢
等
へ

通
じ
る

諸
道
が

集
中
し
、

相
模
川
の

河
岸
も
あ
っ

て
、

同
じ
天
保
の

こ

ろ
に

は
農
商
相
半

ば
し
て

民
戸
三
百
三
十
戸
が

集
中
し
、

毎
月
二

と
七
の

日
に

市
が
立
っ

た
。

港
町
で

は
、

須
賀
・

三
崎
・

浦
賀
等
が

栄
え
た
。

特
に

浦
賀
は
、

享
保
五
年
（
一

七
二

〇

）
廻
船
番
所
が

置
か
れ
た
の

で
、

江
戸
へ

入
港
す
る

諸
国
廻
船
が
す
べ

て

入
港
し
、

賑
わ
い

を
極
め

た
。

天
保
年
間
に

は
干
鰯
問
屋
三
十
戸
を
初
め
、

商
店
四
百
五
十
戸
が

並
ん
だ
。

町
場
以
外
の

農
村
に

は
、

各
地
に

市
場
が

あ
っ

て
、

六
斎
市
が

開
か
れ
、

日
常
生
活
の

必
需
品
、

農
作
物
等
の

生
産
物
を
売
買
し

た
。

大
住
郡
の

曽
屋
・

堀
斎
藤
（
以
上
秦
野
市
）
・

下
糟
屋
（
伊
勢
原
市
）、

愛
甲
郡
下
荻
野
（
厚
木
市
）、

津
久
井
県
上
・

下
川
尻
（
城

山
町
）
の

久
保
沢
と

原
宿
、

高
座
郡
座
間
宿
（
座
間
市
）、

都
筑
郡
川
和
（
横
浜
市
緑
区
）
等
で

あ
る
。

戦
国
時
代
に

小
田
原
北
条
氏
に

よ
っ

て

栄
え
、

江
戸
時
代
に

入
っ

て

つ

ぶ

れ
た

高
座
郡
当
麻
村
（
相
模
原
市
）
の

市
は
、

元
禄
十
三
年
（
一

七
〇
〇

）
村
方
は
、

市
の

再
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興
を
出
願
し
、

周
辺
の

十
七
か

村
も
、

こ

れ
を
支
持
し
て

願
書
を
差
し

出
し
た
。

農
村
に

と
っ

て
、

市
場
の

必
要
性
が
う
か

が
わ
れ
る
。

村
方
・

町

方
の

文
化

村
方
・

町
方
の

別
は
、

そ
の

経
済
機
能
か

ら
の

見
方
で

あ
る
。

そ
の

住
民
は
、

階
級
的
に

は
、

い

ず
れ
も
庶
民

で

あ
る
。

村
方
・

町
方
の

文
化
は
庶
民
の

文
化
で

あ
る
。

中
世
の

鎌
倉
文
化
は
、

中
世
の

政
治
都
市
鎌
倉
で

栄
え
、

鎌
倉
の

寺

社
が
そ
の

中
心
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

庶
民
と

は
お
よ
そ
か

け
は
な
れ

た
文
化
で

あ
っ

た
。

近
世
に

な
る
と
、

鎌
倉
の

寺
社
の

多
く
は
、

幕
府

か
ら

朱
印
状
を
宛
行
わ
れ
、

小
領
主
化
し
て

や
は
り
庶
民
と
か

け
は
な

れ
た
も
の

で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

こ

れ
ら
の

寺
社
は
、

源
頼
朝
以
来
の

古
い

文
化
を
継
承
し
て

来
た
の

で
、

庶
民
生
活
の

向
上
に

と
も
な
い
、

寺
社
参
詣
等
庶
民
の

遊
覧
地
と

化
し
た
。

一

方
、

相
模
国
の

近
世
寺
院
の

総
数
は
、

千
九
百
五

十
寺
を

数
え

た
。

そ
の

宗
派
は
曹
洞
・

臨
済
・

古
義
真
言
・

新
義
真
言
・

日
蓮
・

浄

土
・

浄
土
真
・

時
・

黄
檗
・

本
山
修
験
・

当
山
修
験
の

各
宗
派
に

わ
た

灯明堂跡　横須賀市
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る
。

寺
院
数
の

二

〇
㌫
を
曹
洞
宗
が

占
め
、

一

〇
㌫
以
上
を
占
め
る

古
義
真
言
宗
・

臨
済
宗
・

浄
土
宗
・

日
蓮
宗
と

共
に
五
宗
派
が

相
模
国
の

主
要
宗
派
で

あ
っ

た
。

一

村
五
か

寺
以
上
も
あ
る
村
、

無
寺
の

村
等
、

村
々

に

お

け
る

寺
院
の

分
布
は

多
様
で

あ
る
が
、

一

村
当
た
り
平
均
寺
院
数
は
お
よ
そ
三
寺
で

あ
る
。

寺
院
と
い

う
も
の

は
、

戸
数
三
十
戸
、

高
百
五
十
石
ぐ
ら
い

の

地
域
に
一

寺
存

在
し
て

い

た
。

こ

の

寺
々

は
、

幕
府
の

檀
家
制
度
に

支
え
ら
れ
て
、

そ
の

宗
教
政
策
を
町
方
・

村
方
に

お
い

て

現
実
化
し
た
が
、

ほ

と
ん
ど
の

寺
院
と

住
持
は
、

葬
礼
に

終
始
す
る
こ

と
と
な
り
、

檀
那
寺
が

庶
民
の

菩
提
寺
と
な
っ

た
。

庶
民
の

墓
石
が
あ
ら
わ
れ
る

の

は
、

近
世
村
方
・

町
方
で

の

現
象
で

あ
る
。

ま
た
僧
侶
の

庶
民
教
育
に

果
た
し
た
役
割
は

大
き
か
っ

た
。

庶
民
教
育
の

場
は
寺
子
屋
で

あ
る
が
、

県
下
の

寺
子
屋
で
、

創
立
の

最
も
早
い

も
の

は
、

延
宝
七
年
（
一

六
七
九
）
鎌
倉
郡
阿
久
和
村
（
横
浜
市
瀬
谷
区
）
の

代
々

名
主
小
林
清
兵
衛
の

営
ん
だ
も
の

で

あ
る
。

寺
子
屋
の

開
校
は
、

文
化
〜
文
政
こ

ろ
（
一

八
〇
四
〜
一

八
二

九
）
か

ら
そ
の

数
を
増
し
、

横
浜
開
港
を
境
に

安
政
〜
慶
応
こ

ろ
（
一

八

五
四
〜
一

八
六
七

）
に

飛
躍
的
に

増
大
し
、

明
治
（
一

八
六
八

）
に

入
っ

て

最
高
に

達
す
る
。

そ
の

数
は
現
県
域
に

お
い

て

わ
か
っ

て

い

る
も
の

で

五
百
十
四
校
に

及
ん
で

い

る
。

寺
子
屋
で

行
わ
れ
た

教
育
の

基
本
は
読
み
・

書
き
で
、

九
四
㌫
の

寺
子
屋
は
こ

れ
に

終
始

し
た
。

寺
子
屋
の

教
科
書
は
、

一

般
的
に

は
「
六
諭
衍
義
大
意
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ

れ
は
、

明
の

洪
武
帝
発
布
の

六
諭
を
も
と
に

し
た

「
六
諭
衍
義
」
を
、

八
代
将
軍
吉
宗
が

寺
子
屋
の

盛
行
を
み
て
、

儒
者
室
鳩
巣
に

命
じ
仮
名
文
に

要
約
さ
せ
た
も
の

で

あ
る
。

父
母
に

孝
順
、

長
上
を
尊
敬
、

郷
里
は

和
睦
、

子
孫
教
訓
、

生
理
を
安
ん
じ
、

非
為
を
せ

ず
を
人
倫
の

六
道
と
し
て

遵
守
せ

し
め
よ

う
と

す
る
も
の

で

あ
る
。

県
域
で

は
、

天
保
十
一

年
（
一

八
四
〇
）
代
官
関
保
右
衛
門
が
、

小
机
領
十
村
（
横
浜
市
緑
区
）
の

名
主
に
、
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「
孝
行
和
讃
」
を
手
習
の

手
本
と

す
る
よ
う
申
し
渡
し
た
。

こ

れ
は
「
六
諭
衍
義
大
意
」
を
更
に

や
さ
し
く
要
約
し
た
も
の

で

あ
る
。

為
政
者
が
、

寺
子
屋
を
封
建
社
会
の

維
持
に

利
用
す
る
ほ
ど
、

寺
子
屋
教
育
は
実
効
あ
る
も
の

で

あ
っ

た
。

そ
の

外
の

教
科
書
は
、

各
種
の

往
来
物
や
実
語
教
・

童
子
教
・

女
今
川
物
等
児
童
の

躾
を
内
容
と
す
る
も
の
、

五
人
組
帳
前
書
・

村
議
定
等
、

村
方
・

町
方

の
一

員
と
し
て

の

心
得
を
内
容
と

す
る
も
の

が

用
い

ら
れ
、

読
み
・

書
き
の

中
に
、

自
然
と

封
建
的
家
庭
道
徳
・

社
会
道
徳
が

身
に

つ

く
よ
う
に

仕
組
ま
れ
て

い

た
。

ま
た
、

相
模
の

人
々

が

著
わ
し
た
教
科
書
も
あ
っ

た
。

安
政
六

年
（
一

八
五

九
）
神
田

勝
次
郎
著
「
邑
名
付
覚
」
は
三
浦
半
島
の

村

名
集
で

あ
り
、

慶
応
三
年
（
一

八
六
七

）
小
室
万
次
郎
著

「
相
模
国
八
郡
村
々

覚
」
は
手
習
の

内
に

相
模
国
の

地

理
的
知
識
を
習
得
さ
せ
る
も
の

で

あ
る
。

時
代
が
下
る
と
、

医
学
・

絵
画
・

歴
史
に

及
ぶ

寺
子

屋
も
あ
ら
わ
れ
、

学
習
の

手
順
は
、

い

ろ
は
四
十
八
字

か
ら
始
ま
っ

て
、

数
字
・

単
語
・

文
書
へ

と

進
む
の

が

普
通
で

あ
っ

た
。

こ

う
し
た
教
育
の

盛
行
は
、

幕
末
か

ら
明
治
に

か

け
て

の

郷
学
校
の

設
立
に

進
ん
だ
。

郷
学

寺子屋の図　集英社『図説日本の歴史』から
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校
は
、

組
合
村
数
村
が

協
同
し
て

作
っ

た
も
の

や
、

明
治
に

入
っ

て
、

県
の

奨
励
に

よ
り
、

寄
場
組
合
を
中
心
に

作
っ

た
も
の

等
が

あ
る
。

ク
ラ
ス

編
成
が
あ
り
、

系
統
的
に

教
科
を
教
え
る

等
近
代
的
教
育
シ

ス

テ
ム

で

あ
る
。

県
下
の

郷
学
校
は
、

文
久
二

年
（
一

八
六
二

）
高
座
郡
栗
原
村
（
座
間
市

）
の

豪
農
大
矢
弥
市
を
中
心
に

設
立
し
た
誠
志
館
を
初
め

と
し
、

明
治
四
年（
一

八
七
一

）神
奈
川

県
は
二

十
七
郷
学
校
の

設
置
を
計
画
し
た
。

校
名
が
、

成
思
館
（
厚
木
市

）・
済
美
館
（
藤
沢
市

）・
日
新
館（
小
田
原
市

）等
の

館
名
の

も
の
、

小
野
郷
学
（
町
田
市

）・
堀
内
郷
学
校
（
横
須
賀
市

）等
学
校
名
の

も
の

も
あ
る
が
、

明
治
五
年
学
制
発
布
と

共
に
、

新
た
に

設

け
ら
れ
た
小
学
校
に

継
承
さ
れ
た
も
の

が

多
い
。

な
お
、

「
神
奈
川
県
教
育
史

」
に

よ
る
と
、

県
域
の

寺
子
屋
師
匠
は
百
九
十
五
人

お
り
、

内
百
五
十
八
人
を

僧
侶
が
占
め
て

い

た
。

こ

れ
に

次
ぐ
の

が

武
士
十
二

人
、

医
師
十
八
人
で

あ
る
。

寺
子
屋
師
匠
の

中
心
は

僧
侶
で

あ
っ

た
と
い

え
よ
う
。

社
寺
参
詣
と

庶

民
信

仰

社
寺
参
詣
は
古
代
か
ら
あ
る
が
、

そ
の

風
習
が

庶
民
層
に

ま
で

普
及
し
た
の

は
近
世
で

あ
る
。

そ
の

中
で

全
国
的

に

見
ら
れ
た

代
表
的
な
も
の

は
伊
勢
詣
で

あ
る
。

寛
文
二

年
（
一

六
六
二

）
三
月
一

日
か
ら
十
六
日
ま
で

の

半
月

間
に
、

千
六
百
九
十
人
が
、

伊
勢
参
り
の

た
め

箱
根
関
所
を
通
過
し
た
と
小
田
原
藩
に

報
告
し
て

い

る
。

宝
永
四
年
（
一

七
〇
七

）足

柄
下
郡
成
田
村
の

名
主
・

組
頭
は
、

村
か

ら
十
一

名
、

年
貢
を
皆
済
し
て

い

な
い

か
ら
出
掛
け
る
な
と

制
止
し
た
の

も
か
ま
わ
ず
抜

け
参
り
に

出
掛
け
て

し
ま
っ

た
と
、

届
け
出
て

い

る
。

封
建
権
力
も
、

制
止
す
る
こ

と
が
で

き
な
か
っ

た
の

で

あ
る
。

し
か

も
こ

の

一

行
は
、

小
百
姓
・

そ
の

弟
・

子
供
・

下
人
・

無
田
（
帳
外
れ

）
の

集
団
で

あ
っ

た
。

貧
し
い

農
民
に

対
し
て

も
、

道
中
で

宿
泊
さ

せ
た
り
食
事
を
与
え
た
り
す
る

慣
習
が
ひ

ろ
く

成
立
す
る
一

方
、

村
内
で

は
道
中
の

費
用
を
ま
か

な
う
た
め
の

伊
勢
講
が
、

各
地
に
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組
織
さ
れ
た
。

高
座
郡
羽
鳥
村
（
藤
沢
市
）
で

は
、

天
保
九
年
（
一

八
三
八

）
百

四
十
四
人
の

講
員
で

大
々

講
が

組
織
さ
れ
、

六
年
の

積
み
た
て

の

の

ち
、

天
保

十
四
年
正
月
十
六
日
百
人
前
後
の

大
集
団
で

伊
勢
参
り
に

出
発
し
、

二

月
四
日

内
宮
参
詣
を
す
ま
し
、

そ
の

あ
と
、

奈
良
・

吉
野
・

高
野
山
・

根
来
・

紀
三
井

寺
・

和
歌
山
・

四
国
の

金
比
羅
・

善
通
寺
・

大
坂
・

京
都
・

比
叡
山
・

三
井
寺

等
を
回
っ

て
、

三
月
十
六
日
ご
ろ
羽
鳥
村
に

帰
っ

た
。

こ

う
な
る
と

伊
勢
参
り

を
口

実
と
し
た
大
観
光
旅
行
で

あ
る
。

近
世
の

社
寺
詣
で

は
、

信
仰
を
中
核
と

し
た
遊
覧
の

旅
で

も
あ
っ

た
。

県
域
の

寺
社
内
で

庶
民
の

参
詣
が
盛
ん
で

あ
っ

た
の

は
、

大
山
詣
・

江
の

島
参
り
と

川
崎
大
師
参
詣
で

あ
る
。

大
山
信
仰
の

由
来
は
、

古
代
に

さ
か
の

ぼ
る
。

山
頂
の

阿
夫
利
神
社
は
、

延

喜
式
に

も
登
録
さ
れ
た
式
内
社
で

あ
り
、

水
分
の

神
と
し
て

農
業
の

神
と
し
て

信
仰
さ
れ
、

近
世
初
期
に

は
雨
乞
い

の

山
と
し
て

有
名
と
な
り
、

上
総
国
富
津

村
（
千
葉
県
）
の

人
び
と
は
、

毎
年
船
を
仕
立
て
、

東
京
湾
を
横
断
し
て
、

久

良
岐
郡
野
島
村
（
横
浜
市
金
沢
区
）
か
ら
大
山
詣
で
を
す
る
の

が

恒
例
と
な
っ

て

お

り
、

そ
の

信
仰
は
、

相
武
以
外
の

地
域
に

ま
で

及
ん
だ
。

そ
の

た
め

相
模
国

伊勢参り　集英社『図説日本の歴史』から
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内
に

い

く
つ

か
の

大
山
街
道
が
で

き
た
。

こ

う
し
た
大
山
信
仰
の

状
況
に

対

し
、

慶
長
十
年
（
一

六
〇
五

）
徳
川
家
康
は
不
学
不
律
の

僧
を
下
山
さ
せ
、

高

野
山
の

学
僧
実
雄
を
大
山
寺
別
当
八
大
坊
の

住
持
に

任
じ
、

大
山
寺
の

組
織

づ

く
り
を
さ
せ
た
。

定
数
の

僧
侶
の

ほ
か
は
、

坂
本
村
（
伊
勢
原
市
）
に

居
住

地
を
定
め
、

民
衆
と

接
触
さ
せ
た
。

御
師
は
、

豊
作
祈
願
・

無
病
息
災
・

除

災
招
福
・

家
内
安
全
・

夫
婦
和
合
・

商
売
繁
昌
等
の

現
世
利
益
を
も
と
に

庶

民
に

接
し
、

修
験
道
の

咒
術
的
加
持
祈
禱
を
行
っ

て
、

民
衆
を
引
き
つ

け
た

の

で
、

大
山
信
仰
は
一

層
盛
ん
に

な
っ

た
。

毎
年
六
月
末
に

な
る
と

大
山
街

道
は
、

御
師
に

ひ
き
い

ら
れ
た
白
い

木
綿
の

浄
衣
を
着
け
、

腰
に

鈴
を
つ

け

笠
を
か
ぶ
っ

た
大
山
詣
で

の

団
体
で

に

ぎ
わ
っ

た
。

冬
に

は
、

御
師
は
檀
廻
帳
を
片
手
に

信
者
の

宅
を
回
り
、

御
札
配
り
を
し

て
、

御
布
施
を
集
め
る
。

そ
の

際
、

山
椒
・

利
休
箸
・

茶
・

茶
ほ
う
じ
・

う

ち
わ
・

菓
子
鉢
・

茶
台
・

杓
子
・

物
指
・

く
す
り
・

糸
巻
・

扇
子
等
を
添
え

て
、

信
者
と
の

連
帯
を
強
め

た
。

万
延
元
年
（
一

八
六
〇
）
の

記
録
に

よ

れ

ば
、

御
師
の

札
配
り
の

国
々

は
、

武
蔵
・

常
陸
・

下
総
・

上
総
・

安
房
・

上

江の島参り　神奈川県立博物館蔵
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野
・

下
野
・

陸
奥
・

甲
斐
・

駿
河
・

伊
豆
・

遠
江
と
な
っ

て

い

る
。

相
模
の

記
録
は
失
わ
れ
て

い

る
が
、

当
然
こ

れ
に

加
わ
り
、

さ

ら
に

越
後
・

信
濃
も
後
の

記
録
に

よ
っ

て

加
え
ら
れ
る
。

関
東
一

円
は
も
ち
ろ
ん
そ
の

周
辺
の

国
々

に

及
ん

だ
の

で

あ
る
。

江
の

島
の

弁
財
天
は
、

源
頼
朝
が

奥
州
藤
原
秀
衡
調
伏
の

た
め

文
覚
上
人
に

勧
請
さ
せ

た
も
の

と
伝
え
る
。

島
の

裏
側
に

あ
る

波

蝕
の

洞
穴
は
竜
神
の

住
む
霊
窟
と

考
え
ら
れ
、

竜
神
は
雨
を
よ
ぶ
と
の

信
仰
か
ら
、

鎌
倉
幕
府
は
、

江
の

島
明
神
に

雨
乞
い

の

祈
禱

を
行
わ
せ

た
。

そ
の
一

方
弁
財
天
は
音
楽
芸
能
の

守
護
神
で

あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、

芸
能
者
の

信
仰
を
集
め
、

開
運
・

除
災
・

除
病
・

財
宝
の

神
と
し
て
、

庶
民
の

信
仰
を
あ
つ

め
た
。

と
く
に

江
戸
か
ら
江
の

島
に

参
詣
す
る
人
士
が

多
く
、

今
日
残
る
江
戸
の

材
木
問

屋
や
薪
問
屋
の

寄
進
し
た
石
燈
籠
、

新
吉
原
の

遊
廓
楼
主
の

寄
進
し
た
銅
製
の

大
鳥
居
等
が
、

江
の

島
詣
で

の

信
者
の

層
を
物
語
っ

て

い

る
。

す
な
わ
ち
、

そ
の

信
者
は
富
裕
な
商
人
層
で

あ
り
、

そ
う
し
た
信
者
を
目
標
に
、

数
多
く
の

江
の

島
案
内
記
が

つ

く

ら

れ
、

江
の

島
へ

の

入
口

で

あ
っ

た
藤
沢
は
も
と
よ
り
、

島
内
に

は
、

土
産
物
屋
が

軒
を
並
べ

て

繁
昌
し
た
。

㈣
　
幕
藩
体
制
の

破
綻

周
期
的
に
襲
う

地

震
と

天

災

稲
葉
正
勝
が

小
田
原
へ

入
封
し
た
翌
年
の

寛
永
十
年
（
一

六
三
三

）
以
降
、

元
禄
十
年
（
一

六
九
七

）、
同
十
六

年
と
、

相
武
に

大
地
震
が
相
次
い

だ
。

特
に
、

元
禄
十
六
年
十
一

月
二

十
二

日
丑
刻
にM

八
・

二

と

さ
れ
る

大

地
震
が

起
こ

り
、

南
関
東
一

帯
、

こ

と
に

相
模
国
に

大
き
い

被
害
を
与
え
た
。

倒
壊
家
屋
六
千
三
百
余
、

小
田
原
城
下
で

は
武
家
屋
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敷
は
全
壊
し
、

町
屋
は
倒
壊
と

出
火
で

全
滅
し
、

死
者
の

数
七
百

七
十
七
人
と

伝
え
ら
れ
て

い

る
。

そ
の

翌
年
、

翌
々

年
に

は
、

こ

の

大
地
震
で

堤
防
の

壊
わ
れ
た
酒
匂
川
が

大
洪
水
を
起
こ

し
、

足

柄
平
野
の

田
畑
の

多
く
は
全
滅
し
た
。

宝

永
三

年
（
一

七
〇
六

）

に

も
南
関
東
に

大
地
震
が

起
こ

り
、

東
京
湾
岸
に

津
波
の

被
害
が

あ
っ

た
。

翌
宝
永
四
年
十
月
関
東
か
ら
四
国
に

わ
た
る

広
範
な
太

平
洋
岸
に

地
震
が

起
こ

り
、

小
田
原
城
の

石
垣
は
崩
れ
落
ち
た
。

こ

れ
に

追
打
ち
を
か

け
る
よ
う
に
、

翌
月
十
一

月
富
士
山
が
大
爆

発
を
起
こ

し
た
。

焼
砂
は
南
関
東
一

帯
に

間
断
な
く

降
り
注
ぎ
、

富
士
山
麓
で
一

丈
三
〜
四
尺（
三
九
四

㌢
㍍
〜
四
二

四
㌢
㍍

）、
足
柄

上
郡
で

二

〜
四
尺
、

秦
野
市
で
一

尺
四
〜
五
寸
、

横
浜
市
域
で

す

ら
七
〜
八
寸
（
二
一

㌢
㍍
〜
二

四

㌢
㍍

）
積
も
っ

た
。

県
域
の

山
野

田
畑
は
火
山
灰
で

埋
ま
り
、

一

面
を
砂
場
と

化
し
た
。

農
民
の

主

食
で

あ
る

麦
作
を
初
め
、

冬
作
物
は
全
滅
し
、

牛
馬
の

飼
料
も
ま

た
砂
に

埋
も
れ
た
。

こ

の

時
宝
永
山
が
誕
生
し
た
が
、

壊
滅
し
た

関東大地震（1932）のとき崩れた小田原城の石垣
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